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世
　
の
教
学
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寺
子
屋
教
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の
繁
栄
の
要
因
を
さ
ぐ
る
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一
、
は
じ
め
に

教
育
は
、
そ
れ
が
意
図
的
で
あ
る
か
な
い
か
は
別
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
機
会

を
通
し
て
な
さ
れ
て
き
た
。
親
か
ら
子
へ
、
子
か
ら
孫
へ
、
ま
た
、
地
域
や
職

場
の
先
輩
か
ら
後
輩
へ
と
絶
え
間
な
く
続
い
て
き
た
。

教
育
の
目
的
は
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
人
間
ら
し
く
よ
り
豊
か
に
生
き
る
た
め

の
心
（
姿
勢
）
を
培
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
姿
勢
は
、
日
々
の
く
ら
し

の
中
で
こ
そ
育
つ
も
の
で
あ
る
。
一
人
の
人
間
が
も
っ
て
い
る
性
は
、
過
去
に

遡
っ
て
数
限
り
な
い
人
々
の
影
響
を
う
け
て
つ
く
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
人

の
生
活
を
じ
っ
く
り
な
が
め
て
み
る
と
、
案
外
少
数
（
特
定
）
　
の
人
物
の
影
響

を
う
け
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
人
間
は
、
多
く
の
人
々
と
の
交
わ
り
に
よ
っ
て

成
長
す
る
が
、
教
育
は
、
人
と
人
と
の
問
に
信
頼
し
合
え
、
尊
敬
し
合
え
る
関

係
が
成
立
し
た
と
き
に
の
み
可
能
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

さ
て
、
教
育
の
内
容
は
、
極
め
て
広
く
深
い
。
こ
れ
が
複
雑
化
し
、
高
度
化

し
た
今
日
、
や
や
も
す
る
と
教
育
の
根
本
で
あ
る
心
の
陶
冶
、
か
忘
れ
去
ら
れ
、
、

末
端
の
技
術
や
技
能
を
追
い
求
め
る
傾
向
が
強
い
。
と
こ
ろ
、
が
、
近
世
江
戸
中

期
以
前
ま
で
、
庶
民
の
教
育
は
、
儒
教
の
精
神
を
基
と
し
た
礼
餞
、
作
法
を
重

ん
ず
る
躾
が
最
大
の
柱
と
な
っ
て
い
た
。
真
に
己
を
大
切
に
す
る
こ
と
が
、
相

手
を
尊
う
と
い
う
心
づ
か
い
の
重
要
さ
を
親
や
先
輩
が
、
家
庭
や
地
域
や
職
場

で
手
本
を
示
し
な
が
ら
授
け
た
。
異
っ
た
い
く
つ
か
の
社
会
集
団
の
中
で
自
然

に
学
ぶ
生
き
方
（
姿
勢
）
　
こ
そ
が
、
ど
の
よ
う
な
社
会
情
勢
を
も
乗
り
切
っ
て

い
く
力
と
な
る
の
で
あ
り
、
文
字
の
読
み
書
き
を
教
え
る
庶
民
は
、
極
く
僅
か

し
か
な
か
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
幕
末
に
な
る
と
、
所
謂
、
読
み
書
き
を
主
と
す
る
庶
民
の

教
育
機
関
寺
子
屋
が
、
雨
後
の
筍
の
よ
う
に
林
立
し
た
。

表
一
全
国
の
寺
子
屋
普
及
（
寺
小
屋
開
業
数
）
　
I
日
本
庶
民
教
育
史
よ
り
作
成
－

表
二
　
全
国
寺
子
屋
教
科
内
容
別
数
（
上
位
四
）
－
日
本
庶
民
教
育
史
上
よ
り
作
成
－
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表
三
　
岐
阜
県
の
寺
小
室
普
及
（
寺
小
量
開
業
数
）
－
岐
阜
県
史
通
史
近
世
下
よ
り
作
成
－

二

こ
の
よ
う
な
庶
民
教
育
の
機
関
が
急
速
に
発
達
し
た
背
景
は
、
何
で
あ
っ
た

ろ
う
か
。
中
下
層
庶
民
の
姿
を
浮
き
掘
り
に
す
る
史
料
が
殆
ん
ど
な
く
、
史
料

の
限
界
は
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
教
育
の
内
容
を
読
み
書
き
の
二
点
に
絞
り
、

そ
れ
が
寺
子
屋
と
い
う
庶
民
の
教
育
機
関
を
通
し
て
普
及
し
て
き
た
要
因
を
庶

民
の
生
活
実
態
や
社
会
情
勢
の
動
き
か
ら
探
っ
て
み
た
い
。

二
、
庶
民
教
育
の
理
念
と
関
心

庶
民
が
子
弟
の
教
育
に
ど
の
よ
う
な
姿
勢
で
の
ぞ
ん
で
い
た
か
、
ま
た
、
具

体
的
に
何
を
ど
の
よ
う
に
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
か
を
、
直
接
知
る
こ
と
は
極

め
て
困
難
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
学
問
、
教
育
に
つ
い
て
詳
述
さ
れ
て
い
る
高

山
町
の
豪
商
二
木
家
の
家
訓
を
追
っ
て
み
た
い
。
ま
た
、
庶
民
の
文
教
に
対
す

る
関
心
が
ど
の
程
度
あ
っ
た
か
を
、
家
の
年
中
行
事
・
家
財
道
具
調
等
々
よ
り

探
っ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

0
　
家
訓
に
み
ら
れ
る
教
育
姿
勢

二
木
家
（
加
賀
屋
）
は
、
酒
造
業
を
本
業
と
す
る
高
山
町
の
豪
商
で
あ
っ
た
。

当
主
長
石
衛
門
は
、
尾
州
藩
松
平
君
山
に
儒
学
を
学
び
、
後
に
心
学
に
傾
倒
し
、

詩
や
絵
画
も
嗜
む
学
者
膚
、
文
人
膚
の
商
人
で
あ
っ
た
。
彼
が
、
武
士
の
学
問

で
あ
っ
た
儒
学
を
学
び
、
ま
た
、
詩
や
絵
画
を
も
よ
く
し
た
の
ほ
、
ほ
か
な
ら

ぬ
自
家
の
商
圏
の
拡
大
を
志
し
て
い
た
も
の
と
考
え
る
。
更
に
、
心
学
に
打
ち

込
ん
だ
の
は
、
四
民
の
最
下
層
に
お
か
れ
、
商
い
が
と
か
く
さ
げ
す
ま
れ
る
職

業
と
さ
れ
て
い
た
認
識
を
打
破
し
、
そ
の
正
当
化
を
は
か
り
自
己
の
経
済
活
動

の
理
論
的
基
盤
を
か
た
め
、
繁
策
を
め
ざ
し
た
も
の
と
思
う
。

こ
の
時
代
、
全
国
を
お
そ
っ
た
天
明
の
飢
饉
は
、
高
山
町
に
あ
っ
た
酒
屋
の

大
部
分
を
休
業
に
追
い
込
み
、
加
賀
屋
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
。
他
に
諸
々
の

商
い
を
し
て
い
た
と
は
言
え
、
二
木
家
も
相
当
の
危
機
に
直
面
し
た
も
の
と
思
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わ
れ
る
。
彼
は
、
こ
の
よ
う
な
状
態
の
中
で
、
家
の
存
栄
を
期
す
べ
く
本
業
の

回
復
と
塩
の
専
売
権
等
の
維
持
に
努
め
、
家
の
存
亡
を
か
け
て
奮
闘
し
た
こ
と

で
あ
ろ
う
。
一
方
、
彼
の
学
問
的
見
識
に
は
高
山
町
の
豪
商
連
中
も
一
目
を
置

き
、
彼
の
卓
越
し
た
商
い
の
理
論
を
自
己
の
存
栄
に
生
か
す
べ
く
同
業
者
仲
間

の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
状
況
の
下
で
、
彼
は
こ
の
家
訓
を
し
た

た
め
た
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
、
二
木
家
の
当
主
長
右
衛
門
は
、
こ
の
重
大
な
局

面
を
乗
り
切
る
使
命
を
背
負
っ
て
い
た
と
言
え
る
。
こ
の
よ
う
な
彼
の
置
か
れ

た
立
場
を
考
え
、
家
訓
を
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

二
木
家
で
は
、
家
訓
存
在
の
意
義
を
、
身
上
を
失
な
う
こ
と
な
く
、
自
己
の

滅
亡
を
防
ぐ
た
め
だ
と
規
定
し
た
。
正
式
な
学
問
を
す
れ
、
は
、
家
訓
な
ど
必
要

な
い
が
、
書
物
の
意
味
を
と
り
誤
っ
た
り
す
る
者
も
あ
り
、
ま
た
、
女
子
は
学

問
を
し
な
い
か
ら
、
家
訓
の
本
旨
を
平
日
よ
り
読
み
聞
か
せ
る
よ
う
に
戒
め
て

いた。こ
の
よ
う
に
文
教
面
に
つ
い
て
は
、
教
育
・
学
問
の
意
義
や
そ
の
具
体
的
な

あ
り
方
ま
で
事
細
か
に
示
し
て
い
る
。

学
問
と
は
町
人
百
姓
の
場
合
は
、
身
上
を
治
め
る
こ
と
を
会
得
す
る
こ
と
と

考
え
、
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
幼
少
よ
り
手
跡
（
習
）
、
算
用
に
精
出
す
こ
と
を

す
す
め
た
。
身
上
を
よ
く
す
れ
ば
、
人
の
上
に
立
つ
人
に
用
い
ら
れ
る
。
難
し
い

書
物
を
読
み
、
詩
や
文
章
が
上
達
し
て
も
、
そ
れ
が
実
生
活
に
生
か
さ
れ
ね
は

何
の
た
め
に
も
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
今
販
売
さ
れ
て
い
る
仮
名
本
の
類
で
も
、

目
的
を
も
っ
て
み
れ
ば
役
立
つ
と
い
う
の
で
あ
る
。

次
に
興
味
を
ひ
く
の
は
、
子
育
て
の
要
領
を
具
体
的
に
述
べ
て
い
る
点
で
あ

る
。
即
ち
、
子
弟
の
教
育
が
、
家
の
命
運
を
左
右
す
る
こ
と
を
深
く
認
識
し
て

お
り
、
家
庭
教
育
の
あ
り
方
が
問
い
直
さ
れ
て
い
る
現
在
、
耳
を
傾
け
た
い
内

容
で
あ
り
、
今
、
全
文
を
記
す
こ
と
に
す
る
。
（
文
中
○
占
毒
筆
考
が
つ
け
た
）

一
子
共
育
方
之
事
、
小
児
ハ
無
心
な
る
者
な
れ
バ
、
親
の
教
に
よ
り

善
悪
に
よ
る
、
是
を
聖
人
之
語
に
、
性
ハ
相
近
習
事
ハ
相
違
と
、

初
め
生
た
る
処
ハ
高
貴
も
庶
人
も
、
賢
者
も
不
背
者
も
皆
同
し
事

也
、
其
習
ふ
よ
り
上
下
善
悪
も
分
る
也
、
大
閤
秀
吉
公
朝
鮮
攻
之

時
、
朝
鮮
之
小
児
を
連
来
り
し
に
、
成
長
之
後
、
言
語
其
外
皆
日

本
之
人
に
替
り
な
く
な
り
し
よ
し
、
さ
れ
ハ
、
孟
子
之
母
ハ
三
所

迄
宅
を
移
さ
れ
し
也
、
孟
子
程
之
大
き
へ
も
初
二
ヶ
所
こ
て
ハ
、

其
近
所
之
真
似
を
す
る
故
、
母
親
宅
著
し
て
学
文
す
る
近
所
へ
行

た
れ
ハ
、
又
其
真
似
を
す
る
が
習
し
に
な
り
て
、
終
に
さ
ば
か
り

の
賢
人
に
な
ら
れ
し
也
、
又
か
り
そ
め
に
も
偽
を
教
ぬ
事
、
曽
子

之
母
ハ
、
曽
子
幼
少
之
と
き
、
隣
候
て
豚
を
料
理
す
る
を
見
て
、

母
親
に
問
た
れ
バ
、
そ
な
た
に
振
廻
ふ
の
也
と
申
さ
る
、
跡
こ
て
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後
悔
し
て
、
我
此
子
胎
内
に
居
る
う
ち
こ
も
、
か
り
そ
め
の
行
ひ
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に
も
そ
ま
つ
な
き
様
二
、
腹
の
中
よ
り
教
し
に
、
今
偽
を
云
ハ
、

是
子
に
偽
り
を
教
る
な
り
と
、
貧
窮
之
身
な
れ
ど
も
態
々
豚
を
調

て
曽
子
に
喰
し
め
ら
れ
た
り
、
是
を
孟
母
之
三
徒
曽
母
以
レ
煮
豚

示
教
と
云
也

一
四
五
才
迄
ハ
随
分
其
侭
に
育
、
七
八
才
よ
り
物
読
手
習
教
ゆ
べ
し
、

八
九
才
よ
り
ハ
折
盤
を
加
ふ
べ
し
、
十
歳
頃
よ
り
算
用
教
ゆ
べ
し
、

此
時
よ
り
育
方
あ
し
け
れ
バ
、
末
々
大
な
る
あ
ほ
う
と
な
る
。
幼

少
よ
り
気
侭
に
育
れ
ハ
、
後
ニ
ハ
手
に
あ
ま
る
也
、
女
子
ハ
他
家

之
遺
す
る
も
の
な
れ
バ
、
親
之
家
二
居
候
内
気
侭
に
育
て
ぬ
れ
ハ

ハ
、
他
人
之
手
に
か
1
り
し
ん
ほ
う
す
る
事
な
ら
ず
、
た
と
へ
居

候
て
も
、
内
之
癖
出
れ
バ
先
こ
て
も
持
あ
ま
し
、
果
ハ
不
縁
二
成

°

　

　

　

0
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c

　

　

　

0

　

　

　

0
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°

　

　

　

0

　

　

　

0

　

　

　

0

　

　

　

0

　

　

　

0

　

　

　

°

　

　

　

o

 

O

也
、
親
元
こ
て
き
び
し
く
す
れ
バ
他
人
之
中
に
居
候
が
却
て
楽
と

三
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云
様
こ
て
足
も
止
る
也

－
岐
阜
県
史
料
編
近
世
八
－

0
　
読
み
書
き
に
対
す
る
関
心

庶
民
が
、
あ
が
子
の
読
み
書
き
の
上
達
を
願
う
姿
は
、
今
も
昔
も
変
わ
り
は

な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

・
文
化
十
三
年
丙
子
年

五
月
初
節
句
祝
儀
帳

服
部
直
次
郎
　
歳
二
才

峨
立
テ
井
か
ざ
り
物
之
覚

尺
短
小
の
ぼ
り

一
手
習
子
供
七
夕

・
嘉
永
三
年
戌
正
月
吉
日

元
服
御
祝
儀
覚
帳

一
紙
壱
状
…
・

一
筆
一
遍
…
・

田
口
徳
次
郎

名
故
国
三
郎

…
‥
・
九
人
よ
り

…

…

一

人

よ

り

I
岐
阜
県
史
史
料
編
近
世
八
－

ま
た
、
正
月
の
行
事
と
し
て
、
元
旦
未
明
に
は
、
文
箱
へ
鏡
餅
を
供
え
、
二

日
に
は
、
書
始
め
と
し
て
、
「
歳
徳
大
書
神
」
へ
供
え
、
十
五
日
に
は
、
朝
御
膳

小
豆
粥
を
炊
き
、
こ
の
中
に
書
始
め
を
納
め
た
。
六
月
と
十
二
月
の
末
に
は
、

四

右
は
、
可
児
郡
今
渡
村
善
七
の
婿
入
持
参
品
の
う
ち
文
筆
関
係
の
も
の
で
あ

る
。
職
業
上
の
必
需
品
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
善
七
の
両
親
の
読
み
書
き
を
重

ん
ず
る
姿
勢
が
窺
え
る
。
け
れ
ど
も
、
前
記
服
部
家
の
身
上
相
続
心
得
書
で
は
、

一
、
紙
墨
筆
に
至
迄
高
値
成
物
扱
べ
か
ら
す

一
、
家
識
六
、
諸
芸
四
分

と
あ
り
、
で
き
る
限
り
無
駄
を
省
き
質
素
を
旨
と
し
て
い
た
。

三
、
読
み
書
き
の
程
度

庶
民
各
層
の
う
ち
、
上
層
部
（
町
方
、
村
方
の
三
役
及
び
こ
れ
ら
と
同
等
の

家
格
を
有
す
る
家
、
ま
た
は
、
資
産
家
）
が
、
職
務
上
基
本
的
な
読
み
書
き
を

修
得
し
、
子
孫
に
教
え
込
ん
で
い
た
こ
と
は
、
確
か
な
こ
と
で
あ
る
。
弘
化
三

年
（
一
八
四
六
）
山
県
郡
高
富
村
丹
羽
家
の
痘
瘡
見
舞
帳
を
み
る
と
、
八
才
の

子
ど
も
が
読
ん
で
い
た
本
や
読
み
の
程
度
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

弘
化
三
丙
午
五
月
十
二
よ
り
発
熱

御
医
師
京
葉
野
村
山
田
玄
仲
殿

痘
瘡
見
舞
諸
留
牒

丹
羽
光
三
郎行

歳
八
歳

手
習
師
匠
へ
謝
礼
し
た
。

・
天
保
十
四
グ
九
月
十
五
日

諸
色
所
持
品
覚

今
渡
り
善
七

一
状
は
こ
壱
ツ
　
　
一
ま
き
紙
白
弐
本

一
帳
た
ん
す
壱
本
　
一
同
中
広
壱
ツ

一
紙
ぶ
ん
こ
四
箱
　
一
帳
め
ん
五
冊

一
硯
箱
黒
塗
壱
ツ

一
矢
立
壱
本

一
赤
黒
色
々
墨
四
丁

ー
輪
之
内
町
史
－

－
岐
阜
県
史
史
料
編
近
世
八
－

一
ふ
て
色
々
三
十
本
　
一
状
箱
本
地
物
壱
ツ

五
月
十
六
日

一
七
福
神
遊
絵
本
壱
冊

せ
ん
、
へ
い
五
拾
七
枚

五
月
十
七
日

一
百
人
一
首
絵
本
壱
冊

せ
ん
、
へ
い
拾
五
枚

十
七
日

一
絵
本
八
幡
太
郎
一
代
記
三
間
続

杉
山
重
介

丹
羽
卯
八

隠
居
お
ミ
カ

大
山
氏
様
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五

と
う
な
つ
壱
袋

一
瓢
嫁
入
・
天
神
記
絵
本
弐
冊

二
二
枚
続
伊
賀
越
敵
討
続
絵

と
う
な
つ
壱
袋

一
大
学
本
壱
冊

一
絵
本
弐
冊

一
絵
本
猟
嫁
入
壱
冊

一
絵
本
義
経
島
廻
り
日
本
武
志
揃
弐
冊

と
う
な
つ
壱
袋

一
絵
本
頼
朝
一
生
記

子
供
遊
ま
と
い
双
六

一
絵
本
狸
の
き
ん
玉
本
小
冊
壱

一
絵
本
天
神
記
・
桃
太
郎
弐
冊

一
絵
本
狂
歌
壱
冊

酒
場
後
見
舞
貰
覚

四
日

一
絵
本
浦
島
太
郎
孫
仙
境
二
人
図
壱
冊

大
橋
菊
松

山
口
弥
重

浄
光
寺

駒
畳
吉
兵
衛

丹
羽
大
兵
衝

天
五
町

久
保
田
藤
七

伴
御
氏
横

面
や
し
き

杉
山
孫
吉

鷲
見
千
代
松

後
藤
重
郎
右
衛
門

書
き
に
対
す
る
教
育
も
基
本
的
な
こ
と
は
な
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
う
。
見
舞

本
の
殆
ん
ど
ほ
絵
本
で
あ
る
が
、
大
学
本
が
一
冊
寺
よ
り
贈
ら
れ
て
き
た
と
こ

ろ
を
み
て
も
読
む
だ
け
の
手
習
い
が
な
さ
れ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
一

方
で
は
、
こ
う
し
た
絵
本
が
子
ど
も
の
精
神
的
成
長
に
及
ぼ
す
力
も
大
き
く
、

人
間
と
し
て
の
生
き
方
を
感
動
の
う
ち
に
学
ば
せ
る
願
望
も
こ
め
ら
れ
て
い
た

で
あ
ろ
う
。
弘
化
年
代
の
幕
政
の
ゆ
る
み
と
、
海
外
か
ら
の
圧
力
が
か
か
る
中
で
、

頚
廃
の
ム
ー
ド
が
た
だ
よ
っ
て
い
た
時
期
で
あ
り
、
そ
れ
を
助
長
す
る
本
も
出

た
が
、
多
く
は
こ
れ
を
ぬ
ぐ
い
去
り
、
清
新
で
達
し
い
人
間
を
養
て
よ
う
と
す

る
内
容
が
広
く
好
ま
れ
た
時
代
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
大
多
数
の
中
下
層
庶
民
の
力
は
ど
う
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
恵
那

郡
福
岡
村
火
事
手
筈
覚
に
よ
る
と
、

…
…
…
壱
軒
二
壱
ツ
ツ
1
水
籠
措
さ
せ
、
何
十
何
程
之
内
高
山
村
と
ご
ぶ
ん
こ
て

書
付
い
た
し
、
籠
主
の
名
も
相
、
相
渡
し
申
候
、
尤
面
々
方
こ
て
壱
ツ
ツ
1
作
り
は

り
、
書
付
ハ
庄
屋
元
こ
て
い
た
し
申
候
…
…
…
　
－
岐
阜
県
史
史
料
編
近
世
八
－

と
あ
る
。
当
時
、
百
姓
の
大
部
分
が
読
み
書
き
で
き
な
い
　
（
無
筆
）
状
態
で
あ

り
、
庄
屋
が
、
百
姓
の
印
を
束
ね
持
ち
、
書
付
け
、
願
書
等
の
書
類
一
斉
を
作

成
し
て
い
た
事
実
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
勿
論
、
庄
屋
自
身
が
取
り
扱
い
を

し
た
で
あ
ろ
う
が
、
鹿
田
郡
加
茂
村
火
事
手
組
書
上
限
を
み
る
と
、
村
方
三
役

以
外
に
も
何
人
か
は
読
み
書
き
が
で
き
る
人
間
が
い
た
こ
と
が
た
か
る
。
（
文
中

宮
前

利
蔵－

岐
阜
県
史
史
料
編
近
世
八
－

丹
羽
家
の
見
舞
客
は
、
大
半
が
上
層
庶
民
で
あ
り
、
一
部
士
分
も
あ
っ
た
。

当
家
も
お
そ
ら
く
こ
れ
ら
と
同
格
か
そ
れ
に
近
い
家
柄
で
あ
り
、
子
弟
の
読
み

～
線
筆
者
が
つ
け
た
）

正
月
廿
八
日

一
、
御
太
鼓
附

一
、
昼
職

一
、
夜
高
張

一
、
水
籠
拾
ヲ

輿
左
街
門

丈
右
衛
門

藤
右
衛
門

同

　

　

　

人

宅

　

　

　

三
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一
、
郷
蔵
附

／

、

／

、

′

＼

ノ

ー

1

／

＼

ノ

I

、

I

／

、

ノ

〉

i

一
、
庄
屋
帳
面
附

一
、
庄
屋
附

一
、
村
跡
廻
り

右
之
通
、
火
事
手
組
大
別
奉
書
上
候
、
以
上

正
月
廿
八
日

源

　

三

　

郎

市
右
衛
門

源
右
衛
門

両

　

三

　

郎

安
右
衛
門

忠
右
街
門

七
右
衛
門

吉
右
衛
門

市
右
衛
悶

源

　

之

　

丞

覚

　

兵

　

衛

加
茂
村
組
頭

茂

　

　

　

吉

同
村
庄
屋

清
右
衛
門

同
村
同
断

七
之
右
衛
門

御

役

所

様

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

－

岐

阜

県

史

史

料

編

近

世

八

－

ま
た
、
高
山
町
出
火
之
節
火
消
人
足
差
出
方
請
証
文
付
高
山
町
火
之
元
締
方
井

火
消
道
具
書
上
帳
の
付
紙
に
よ
れ
ば
、

前
書
取
極
之
趣
承
置
候
、
勿
論
油
断
無
之
節
は
非
常
之
餞
も
先
ハ
無
之
時
二
寄
、
事

二
粉
れ
柳
油
断
之
際
二
必
非
常
之
儀
起
り
候
事
二
俣
条
、
年
番
、
月
番
二
当
り
候
も

／

＼

ノ

＼

ノ

＼

く

ノ

i

↓

I

r

－

／

＼

ノ

＼

ノ

＼

）

＼

の
は
他
之
事
を
省
キ
、
偏
二
相
傾
き
可
罷
在
付
て
ほ
、
心
地
無
之
為
、
右
之
取
極
之

／

＼

！

＼

！

　

）

＼

ノ

　

I

　

／

＼

）

＼

！

1

／

、

／

）

I

＼

／

＼

）

＼

ノ

ー

ノ

i

＼

／

＼

）

（

＼

ノ

　

）

＼

／

＼

／

＼

　

）

＼

〝

　

／

＼

／

＼

ノ

＼

／

＼

ノ

＼

／

）

（

、

／

　

）

＼

／

＼

ノ

＼

／

＼

I

＼

／

、

ノ

＼

ノ

＼

ノ

＼

／

－

（

！

＼

I

＼

／

＼

I

＼

／

I

＼

　

）

（

i

／

＼

）

／

1

ノ

（

＼

！

＼

／

－

く

ノ

（

I

＼

／

（

1

／

＼

i

ノ

書
面
丸
写
し
い
た
し
、
町
会
所
井
組
之
自
身
番
所
之
は
其
組
限
之
ヶ
条
相
認
張
出

置
、
平
ハ
片
時
も
弛
、
、
、
無
之
、
非
常
之
防
御
急
度
行
届
候
様
可
致
も
の
也

高
山

寅

十

月

　

　

　

御

役

所

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

－

岐

阜

県

史

史

料

編

近

世

八

－

と
あ
り
、
火
消
し
組
員
の
誰
も
が
、
取
極
の
内
容
を
時
折
読
み
返
し
、
万
事
手

落
ち
無
き
よ
う
努
め
て
い
こ
と
が
わ
か
る
。

庶
民
の
中
に
は
、
そ
の
職
業
に
よ
っ
て
、
ま
た
職
務
に
よ
っ
て
、
読
み
書
き

六

の
力
を
持
っ
た
者
、
そ
の
仕
事
を
遂
行
し
て
い
る
う
ち
に
力
を
つ
け
た
者
も
出

て
き
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
当
時
の
人
口
の
八
割
余
を
占
め
た
農
民
と
く
に
、

中
下
層
の
人
々
は
ど
う
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。

天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
高
須
輪
中
の
南
端
万
寿
新
田
か
ら
の
出
水
に
よ
っ

て
お
こ
っ
た
万
寿
騒
動
は
、
六
十
一
か
村
四
千
余
名
を
ま
き
込
ん
だ
大
騒
動
と

な
っ
た
。
そ
の
裁
許
状
及
び
請
証
文
が
、
翌
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
に
出
た
。

（
文
中
・
筆
者
が
つ
け
た
）

・
天
保
七
甲
年
七
月

濃
州
秋
江
村
外
六
拾
ケ
村
之
者
共
徒
党
い
た
し
、
人
家
打
毀
乱
妨
侯
一
件
、
今
般
大

久
保
加
賀
守
殿
、
内
藤
隼
人
正
再
応
御
吟
味
之
上
、
御
裁
許
仰
渡
之
趣
為
読
聞
候

請
証
文
写

差
上
申
一
札
之
事

濃
州
秋
江
村
外
六
拾
ケ
村
之
も
の
共
徒
党
い
た
し
人
家
打
毀
乱
妨
候
一
件
再
応

御
吟
味
之
上
左
之
通
夜
　
仰
渡
候

一
、
角
右
衛
門
周
平
喜
三
郎
儀
漫
州
伊
尾
州
通
水
二
付
同
国
万
寿
新
田
悪
水
玖
及

難
樋
堤
切
大
村
々
人
気
立
候
折
柄
秋
江
村
治
平
外
弐
人
よ
り
村
用
廻
状
之
由
を

以
銘
々
使
之
儀
類
語
候
節
い
つ
連
茂
小
前
之
儀
村
用
之
廻
状
等
取
扱
候
者
如
何

之
義
与
乍
心
附
一
同
無
筆
故
読
兼
候
迎
右
之
者
共
任
申
角
右
衛
門
者
乍
柳
賃
銭

を
受
取
周
平
喜
三
郎
一
同
自
国
福
一
色
村
清
吉
外
弐
大
方
江
持
参
殊
村
之
も
の

共
騒
立
候
節
も
人
気
二
被
誘
引
其
湯
江
罷
出
方
寿
新
田
儀
助
其
外
の
も
の
共
居

宅
打
毀
及
乱
妨
候
始
末
一
同
不
将
二
付
手
鎖
被
仰
付
候

－
海
津
町
史
史
料
編
ニ
ー

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
大
半
の
百
姓
は
、
判
決
の
内
容
が
読
め
ず
、
読
み
聞
か
せ

て
徹
底
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
騒
動
を
お
こ
す
廻
文
が
、
為
政
者

側
に
洩
れ
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、
無
筆
の
小
前
に
申
し
付
け
て
い
る
。
こ
う
し

た
事
実
を
み
る
と
、
農
村
部
で
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
村
方
三
役
や
そ
れ
と
同

様
の
家
柄
の
農
民
及
び
、
こ
こ
に
出
て
き
た
一
揆
の
指
導
者
は
読
み
書
き
の
力
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が
あ
っ
た
と
言
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
騒
動
の
あ
っ
た
天
保
頃
よ
り
、
寺
小
屋

は
急
速
に
ふ
え
て
は
い
る
が
、
庶
民
の
大
半
は
、
ま
だ
無
筆
で
あ
っ
た
と
思
わ

れる。

四
、
寺
小
屋
教
育
普
及
の
背
景

近
世
中
期
以
降
、
美
濃
と
飛
騨
に
お
け
る
諸
産
業
の
進
歩
は
、
経
済
の
発
展

を
促
し
た
。
こ
う
し
た
動
き
は
、
読
み
書
き
の
能
力
を
必
要
と
し
、
経
済
的
ゆ

と
り
を
一
層
求
め
て
、
あ
る
い
は
、
経
済
的
ゆ
と
り
が
、
寺
小
屋
教
育
の
普
及

に
拍
車
を
か
け
る
よ
う
に
な
り
、
庶
民
の
生
活
意
識
を
大
き
く
ゆ
き
ぶ
っ
た
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。

0
、
諸
産
業
の
発
達
と
庶
民
の
意
識

商
品
作
物
の
栽
培
と
流
通
は
幕
末
期
に
な
る
と
開
港
に
よ
り
一
た
ん
と
活
発

に
な
っ
て
き
た
。
ち
な
み
に
、
茶
の
生
産
を
あ
げ
て
み
よ
う
。

・
美
濃
国
内
尾
州
領
茶
産
出
状
況
一
覧
（
寛
政
年
間
）

可
児
郡
村
名
…
…
…
土
田
・
中
村
（
愚
浜
寺
茶
と
し
て
本
郷
町
並
で
売
る
）
川
合
・
兼
山
（
鶴

島
茶
と
し
て
藩
へ
献
上
）
・
伊
岐
津
志

加
茂
郡
村
名
…
…
…
下
麻
生
・
比
久
見
（
太
田
・
兼
山
・
関
あ
た
り
の
仲
買
人
へ
売
出
す
）
、

下
吉
田
・
田
代
山
寺
（
近
村
商
人
へ
売
出
す
）
・
葛
牧
（
和
泉
村
嘉
助
そ
の
他

近
村
商
人
へ
売
出
す
）
・
野
原
（
和
泉
村
な
ど
の
商
人
へ
売
る
）

武
鑑
郡
村
名
…
…
・
上
麻
生
（
津
保
茶
と
称
し
て
四
方
へ
売
出
す
）
・
坂
ノ
東
（
製
茶
盛
ん

で
四
方
へ
売
出
す
）
・
金
山
（
出
羽
・
越
前
へ
売
出
す
）
・
桐
洞
・
鯨
油
・
神
渕
・

神
野
・
下
ノ
保
（
陸
奥
・
出
羽
へ
売
出
す
）
・
中
ノ
保
（
陸
奥
・
出
羽
・
越
後

へ
売
出
す
）
・
上
ノ
保
（
陸
奥
・
出
羽
・
越
後
・
加
賀
へ
売
出
す
）
・
保
木
脇
・

上
河
和
（
加
賀
・
越
中
へ
売
出
す
）
・
下
河
和
・
立
花
・
長
瀬
・
片
知
・
乙
狩
・

洞
戸
　
（
加
賀
・
越
前
へ
売
出
す
）
・
板
取
（
上
品
を
花
輪
連
と
い
い
、
み
や
げ

晶
と
し
て
売
る
）
・
相
野
・
相
戸
（
金
沢
へ
売
出
す
）
・
出
戸
・
日
永
・
徳
永
・

大
矢
田
・
広
見
・
中
瀬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
岐
阜
県
史
通
史
近
世
下
－

他
に
、
綿
や
煙
草
の
栽
培
と
販
売
も
各
地
で
盛
ん
に
な
っ
て
き
た
が
、
何
と
い
っ

て
も
、
農
家
の
副
業
と
し
て
広
ま
っ
た
の
は
養
蚕
で
あ
っ
た
。

養
蚕
業
は
、
江
戸
中
期
以
降
、
諸
藩
の
財
政
の
建
て
直
し
の
た
め
に
奨
励
さ

れ
、
農
民
も
家
計
を
補
う
た
め
力
を
入
れ
た
。
さ
ら
に
、
生
糸
が
商
品
化
し
、

そ
の
生
産
が
有
利
と
な
り
、
一
方
貨
幣
経
済
の
発
達
か
ら
、
農
民
が
現
金
収
入

を
望
ん
だ
こ
と
も
あ
っ
て
益
々
盛
ん
に
な
っ
た
。
美
濃
地
方
で
は
、
ほ
ぼ
全
域

で
普
及
し
、
開
港
後
は
、
大
規
模
な
生
糸
工
場
が
各
地
に
誕
生
し
た
。
一
方
飛

騨
地
方
は
、
正
徳
年
間
（
一
七
二
－
一
五
）
　
か
ら
、
高
山
の
紀
伊
国
屋
弥
左

衛
門
が
、
先
進
地
よ
り
新
し
い
技
術
を
導
入
し
、
気
候
の
厳
し
い
地
域
で
も
可

能
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
従
来
か
ら
盛
ん
で
あ
っ
た
益
田
郡
（
小
坂
・

上
呂
・
萩
原
・
中
呂
・
下
呂
・
竹
原
・
下
原
・
馬
瀬
）
　
は
勿
論
、
大
野
郡
（
白

川
・
小
人
賀
・
小
鳥
）
や
吉
城
郡
（
小
島
・
小
鷹
利
古
川
・
広
瀬
）
　
で
も
急
速

に
拡
大
し
た
。
飛
騨
地
方
に
お
い
て
も
、
開
港
後
の
生
糸
貿
易
の
盛
況
に
伴
い
、

飛
騨
蚕
糸
業
は
一
段
と
活
況
を
呈
し
た
。
　
　
　
I
岐
阜
県
史
通
史
編
近
世
下
－

産
業
活
動
の
多
様
化
と
生
産
の
拡
大
は
、
経
済
活
動
を
よ
り
活
発
に
し
、
庶

民
の
生
活
意
識
を
変
容
さ
せ
る
力
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
厳
し
い
身
分
体
制
下

に
あ
っ
て
も
、
自
ら
の
生
活
を
向
上
さ
せ
よ
う
と
す
る
動
き
（
騒
動
や
一
抹
・

打
ち
こ
わ
し
）
と
な
っ
て
出
現
し
た
。
こ
う
し
た
意
識
は
、
富
を
よ
り
貯
え
て

い
こ
う
と
す
る
活
動
の
中
か
ら
芽
生
え
、
必
然
的
に
読
み
書
き
の
力
を
つ
け
た

い
と
い
う
意
欲
が
出
た
も
の
と
考
え
る
。
そ
し
て
、
次
第
に
貯
え
ら
れ
た
富
を

活
用
し
、
そ
の
力
が
、
も
の
言
う
庶
民
に
変
化
さ
せ
、
封
建
社
会
の
基
盤
を
ゆ

る
が
す
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

0
、
往
来
本
の
発
達
と
普
及

人
間
は
、
本
来
知
的
欲
求
を
持
っ
て
お
り
、
文
化
的
・
社
会
的
な
面
で
平
均

的
で
あ
り
た
い
と
願
っ
て
い
る
。
経
済
的
ゆ
と
り
が
出
て
き
た
庶
民
は
、
一
層

七
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こ
う
し
た
欲
求
を
つ
の
ら
せ
て
き
た
も
の
と
考
え
る
。
文
化
を
手
に
す
る
こ
と

の
最
も
手
近
な
行
為
が
読
み
本
　
（
往
来
本
）
　
を
入
手
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
庶

民
の
往
来
本
の
需
要
増
加
は
、
出
版
業
界
の
発
展
と
も
な
り
、
ま
た
、
往
来
本

を
用
い
て
読
み
書
き
を
教
え
て
い
た
寺
子
屋
へ
の
入
級
及
び
そ
の
開
業
を
促
し

た
も
の
と
思
う
。
（
文
末
写
真
参
照
）

表
四
　
女
子
用
往
来
刊
行
数
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
日
本
教
科
書
大
系
よ
り
引
用
－

図
二
　
寺
子
屋
の
消
長
と
米
価

八－
日
本
庶
民
教
育
史
よ
り
引
用
I

0

　

0

　

0

　

0

　

0

　

0

　

0

　

0

　

0

6

　

？

－

8

　

0

　

6

　

2

　

8

．

4

　

0

5

　

5

　

4

　

4

　

3

　

3

　

2

　

り

ん

一

2

庶
民
の
文
化
吸
収
へ
の
意
欲
は
、
次
第
に
高
ま
り
は
す
る
が
、
経
済
の
状
況

と
微
妙
に
関
係
し
て
い
る
。
安
政
期
以
降
急
速
に
増
加
し
た
寺
子
屋
入
級
者
は
、

そ
の
多
く
が
中
層
部
庶
民
と
考
え
ら
れ
、
米
の
生
産
量
や
価
格
の
上
下
に
左
右

さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

臼
、
教
育
の
効
用

文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
安
八
郡
中
川
村
（
現
大
垣
市
）
庄
屋
の
長
男
に
生

ま
れ
た
久
世
喜
弘
は
、
幼
少
よ
り
学
問
の
道
に
励
み
、
認
め
ら
れ
て
士
分
に
と

り
た
て
ら
れ
た
。
大
垣
藩
の
大
砲
・
弾
薬
の
改
良
に
尽
力
し
た
彼
は
、
後
に
用

人
格
に
ま
で
昇
っ
た
。
維
新
後
は
、
造
幣
局
の
幹
部
と
な
り
、
日
本
の
近
代
貨

幣
史
の
基
盤
を
つ
く
り
あ
げ
た
。

久
世
の
よ
う
に
、
幕
末
か
ら
維
新
に
か
け
て
、
教
育
・
学
問
に
励
み
、
社
会

的
地
位
の
向
上
を
果
し
た
人
物
は
、
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
た
し
か
に
、
彼

等
上
層
庶
民
の
成
育
環
境
は
、
中
下
層
庶
民
と
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
ほ
ど
恵

ま
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
教
育
・
学
問
に
よ
っ
て
身
を
立
て

て
、
名
を
あ
げ
て
い
く
人
々
の
姿
に
、
漸
く
少
々
の
経
済
的
ゆ
と
り
と
文
化
吸

収
の
意
欲
の
出
て
き
た
一
般
庶
民
の
心
も
刺
激
さ
れ
た
も
の
と
思
う
。

残
念
な
が
ら
、
中
下
層
庶
民
が
、
寺
小
屋
や
私
塾
で
学
ん
だ
後
、
社
会
的
地

位
を
向
上
さ
せ
て
い
っ
た
事
実
を
具
体
的
に
示
す
史
料
は
な
い
。
た
だ
、
高
富

習
慣
堂
に
残
る
門
人
帳
の
下
山
後
の
寺
子
の
進
路
が
判
明
し
て
い
る
も
の
の
う

ち
、
圧
倒
的
に
多
い
の
は
、
僧
侶
と
村
役
人
で
あ
り
、
次
い
で
商
人
・
職
人
の

順
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
不
明
者
の
多
く
は
、
そ
の
出
身
地
な
ど
か
ら
み
て
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農
民
と
考
え
ら
れ
る
。
商
人
・
諸
職
人
が
富
を
貯
え
て
い
く
活
動
の
中
で
読
み

書
き
が
必
要
に
な
っ
て
入
門
し
た
り
、
村
方
や
町
方
の
役
人
が
半
世
襲
的
な
自

己
の
仕
事
を
子
孫
に
継
承
す
る
た
め
に
入
門
さ
せ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
た

だ
、
庶
民
と
く
に
中
下
層
の
多
く
が
、
上
層
庶
民
を
追
い
越
し
、
更
に
は
武
士

の
上
に
立
つ
道
と
言
え
、
は
、
僧
侶
で
あ
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
救
わ
れ
な
い
農
民

の
中
に
は
、
こ
の
道
を
志
し
た
も
の
が
多
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
不
明

者
の
中
に
は
、
単
に
嫁
入
り
と
か
婿
入
り
と
記
名
の
も
の
も
あ
り
、
多
少
の
読

み
書
き
の
力
が
あ
る
こ
と
で
、
縁
組
を
有
利
に
し
た
い
と
願
う
者
も
あ
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。

⑱
一
環
（
騒
動
）
　
と
寺
小
屋
教
育

一
環
発
生
の
原
因
は
、
圧
政
や
火
災
に
伴
う
税
の
減
免
が
主
流
を
占
め
て
い

た
が
、
時
代
と
と
も
に
役
人
の
不
正
や
行
政
の
あ
り
方
を
追
求
是
正
し
ょ
う
と

す
る
方
向
が
出
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
動
き
は
、
リ
ー
ダ
ー
の
釆
配
だ
け
で
な

く
、
そ
れ
を
支
え
る
一
般
庶
民
の
認
識
の
深
ま
り
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
そ

こ
に
寺
小
屋
教
育
で
学
ん
だ
力
が
働
い
た
と
考
え
た
い
。

寺
小
屋
で
用
い
ら
れ
た
教
材
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
往
来
本
が
中
心
で
あ
っ

た
。
そ
の
内
容
は
種
々
雑
多
で
あ
る
が
、
基
本
的
精
神
は
、
封
建
道
徳
で
あ
っ

た
儒
教
の
教
え
で
あ
る
。

一
　
道
を
守
る
人
を
嫌
ひ
、
我
に
へ
つ
ら
う
友
を
愛
す
る
事

一
　
下
人
の
善
悪
を
賭
す
、
め
し
っ
か
び
や
う
、
正
し
か
ら
ざ
る
事

－
日
本
教
科
書
大
系
－

図
三
　
寺
子
屋
の
設
立
累
計
と
一
揆
（
騒
動
）
　
　
－
岐
阜
県
史
史
料
編
近
世
八
よ
り
作
成
I

愚
者
得
レ
書
賢

貧
者
因
レ
書
官

用
レ
之
則
為
レ
虎

智
者
不
レ
惑
臭

勇
者
不
レ
能
美

賢
者
因
レ
書
利

富
者
困
レ
書
貴

不
レ
用
則
為
レ
鼠

仁
者
不
憂
美

好
レ
学
近
二
平
知
一

－
日
本
教
科
書
大
系
－

右
は
、
二
つ
の
往
来
本
の
内
容
で
あ
る
が
、
学
問
・
教
育
を
う
げ
ろ
こ
と
に
よ
っ

て
、
正
し
い
道
を
つ
か
め
ば
、
自
然
と
勇
気
が
出
・
自
己
の
生
活
を
一
層
豊
か

に
で
き
る
と
諭
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
教
え
の
積
み
上
げ
が
、
よ
り
幅
広
い

庶
民
層
に
浸
透
し
、
考
え
る
人
問
、
行
動
す
る
人
間
へ
と
変
容
さ
せ
て
い
っ
た

の
で
は
な
い
か
。

㈲
　
寺
小
屋
教
育
の
奨
励

商
品
経
済
の
発
達
と
と
も
に
、
庶
民
生
活
の
中
に
商
取
引
上
の
文
字
や
計
算

が
入
り
込
み
、
そ
の
力
を
養
う
こ
と
が
、
必
要
不
可
欠
と
な
っ
て
き
た
。

商
売
の
家
に
生
る
る
輩
は
、
幼
稚
の
時
よ
り
手
跡
、
算
術
執
り
行
う
こ
と
肝
要
な
り

九
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I
日
本
教
科
書
大
系
－

先
は
、
男
は
七
ツ
よ
り
手
跡
を
習
ひ
、
そ
れ
よ
り
も
家
に
用
ひ
る
其
業
や
、
よ
み
も
の
習

ひ
申
す
と
も
其
身
の
ほ
ど
や
我
が
家
業
、
応
じ
て
事
を
覚
ゆ
、
へ
し
。
十
露
盤
枕
、
朝
起
き

は
、
第
一
家
の
新
譜
な
り
…
…
…

－
日
本
教
科
書
大
系
－

一
方
、
行
政
の
上
で
為
政
者
は
、
大
多
数
の
庶
民
生
活
を
統
制
す
る
た
め
に
、

諸
法
度
書
、
御
高
札
、
五
人
組
帳
前
書
等
々
を
用
い
た
。
し
か
し
、
庶
民
の
大

部
分
が
無
筆
に
近
く
徹
底
を
欠
く
こ
と
が
多
か
っ
た
。

一
高
原
郷
其
外
山
よ
り
之
も
の
こ
て
喜
読
な
ら
ざ
る
も
の
多
キ
由
承
候
。
左
候
両

は
呼
出
し
之
差
紙
も
読
め
不
申
、
自
然
と
致
不
参
候
者
も
可
有
之
哉
。
書
読
な
ら

ざ
る
者
ハ
、
人
を
頼
読
も
ら
い
可
申
候
。
書
読
i
な
ら
ざ
れ
は
諸
事
二
差
支
候
問
、

行
々
ハ
村
内
二
書
読
い
た
す
も
の
多
く
有
之
様
、
子
供
之
内
手
習
な
ど
為
致

可
申
候
。
（
文
中
・
筆
者
が
つ
け
る
）

～
飛
騨
百
姓
騒
動
記
－

右
は
、
大
原
騒
動
の
取
調
べ
に
当
っ
て
、
百
姓
を
呼
び
出
し
た
と
こ
ろ
、
文
字

が
読
め
な
い
者
が
多
く
お
り
、
支
障
が
あ
っ
た
た
め
、
子
ど
も
の
う
ち
ょ
り
村
内

で
手
習
い
を
教
え
る
よ
う
勧
告
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
庶
民
の
無
筆
を
な
く

す
こ
と
は
、
彼
等
の
政
治
へ
の
関
心
を
高
め
る
こ
と
に
も
な
り
、
マ
イ
ナ
ス
面

も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
諸
政
策
遂
行
が
滞
る
こ
と
は
支
配
体
制
の
弱

化
と
な
り
、
あ
る
程
度
の
文
字
能
力
を
も
た
せ
る
こ
と
を
奨
励
し
た
も
の
と
考

える。八
代
将
軍
徳
川
吉
宗
は
、
寺
小
屋
で
使
う
教
科
書
と
し
て
『
六
諭
行
義
大
意
』

を
刊
行
し
、
手
習
師
匠
に
配
布
し
た
。
ま
た
、
『
五
人
組
帳
前
書
』
も
教
え
る
よ

う
命
じ
た
。
村
役
人
は
、
前
々
よ
り
諸
法
度
を
百
姓
に
読
み
聞
か
せ
て
い
た
が
、

幕
府
の
要
請
で
、
『
五
人
組
前
書
』
は
往
来
本
の
一
つ
と
し
て
版
本
と
な
っ
て
普

及
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I
日
本
庶
民
教
育
史
－

一
、
前
々
被
二
仰
出
一
御
法
度
之
趣
、
能
相
守
候
様
に
と
は
、
兼
々
百
姓
共
江
申

一
〇

聞
候
由
に
は
候
得
共
、
末
々
之
者
に
一
通
り
申
渡
候
斗
に
て
は
、
心
二
留
覚
候
者

は
稀
成
事
に
両
、
御
法
度
違
科
に
夜
行
候
も
の
度
々
事
候
塵
、
刺
身
の
誤
を
も
不

存
族
も
有
之
候
、
就
夫
在
々
に
手
跡
の
師
な
ど
は
可
有
之
候
得
者
、
俗
人
寺
社
之

輩
に
不
限
在
様
之
者
と
く
と
申
含
、
手
習
之
悶
々
に
、
重
立
候
御
法
度
書
を
始
、

五
人
組
帳
、
或
は
人
の
数
に
可
成
事
手
本
に
も
害
せ
又
は
よ
み
覚
さ
せ
候
は
1

可

然

候

…

…

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

－

徳

川

十

五

代

史

－

更
に
、
吉
宗
や
忠
邦
は
法
度
を
教
え
て
い
た
師
匠
の
褒
賞
さ
え
し
て
い
る
。

－
日
本
庶
民
教
育
史
－

こ
の
よ
う
に
し
て
、
庶
民
側
の
文
学
に
対
す
る
必
要
感
と
、
為
政
者
側
の
要

請
と
が
あ
い
ま
っ
て
、
庶
民
教
育
が
次
第
に
さ
か
ん
に
な
っ
て
き
た
と
み
る
こ

と
が
で
き
よ
う
。

五
、
お
わ
り
に

以
上
、
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
寺
小
屋
が
発
達
し
た
背
景
は
、
庶
民
層
就
中
、

中
下
層
の
人
々
の
生
活
意
識
が
高
ま
っ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
産
業
の
進
展
と
貨

幣
経
済
の
発
展
の
中
で
、
読
み
書
き
は
庶
民
が
身
に
つ
け
ね
ほ
な
ら
な
ぬ
常
識

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
う
し
た
力
が
自
己
の
生
活
を
支
え
る
仕
事

に
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
り
、
庶
民
の
富
蓄
積
の
過
程
の
中
で
、
よ
り
幅

の
広
い
、
ま
た
深
い
見
識
を
求
め
る
た
め
に
も
一
層
発
展
し
て
い
っ
た
も
の
と

考
え
る
。

近
世
に
お
い
て
は
、
庶
民
教
育
の
基
本
を
、
中
下
層
の
庶
民
（
農
村
で
は
小

前
・
水
呑
百
姓
）
が
身
に
つ
け
る
必
要
は
な
か
っ
た
。
為
政
者
側
も
、
同
様
に

考
え
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
け
れ
ど
も
、
経
済
状
況
の
変
化
に
伴
う
、
為
政
者
側

と
庶
民
の
政
治
意
識
や
生
活
意
識
の
変
化
が
、
寺
小
屋
教
育
の
隆
盛
を
も
た
ら

し
た
と
考
え
た
い
。

庶
民
教
育
の
成
果
は
、
近
代
日
本
成
立
前
夜
か
ら
徐
々
に
芽
を
吹
き
、
明
治
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維
新
を
推
進
し
た
原
動
力
と
な
っ
た
人
物
を
育
て
た
。
ま
た
、
反
面
、
幕
末
か

ら
維
新
に
か
け
て
の
庶
民
の
騒
然
た
る
動
き
は
、
政
治
の
混
乱
を
招
い
た
が
、

政
治
が
一
部
上
層
階
級
の
も
の
で
は
な
く
、
庶
民
も
参
加
し
て
い
こ
う
と
す
る

力
を
与
え
た
点
を
み
の
が
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

庶
民
教
育
の
繁
栄
は
、
彼
等
の
教
育
そ
の
も
の
に
対
す
る
認
識
の
変
容
を
追

う
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
な
る
の
で
あ
る
。
た
だ
、
庶
民
教
育
最
大
の
担
い

手
で
あ
る
中
下
層
の
人
々
が
、
教
育
に
何
を
求
め
よ
う
と
し
て
い
た
か
を
生
の

姿
で
把
握
す
る
こ
と
に
視
点
を
す
え
て
い
け
ば
、
当
面
の
課
題
に
対
す
る
よ
り

確
か
な
要
因
が
み
え
て
く
る
も
の
と
思
う
。

最
後
に
、
本
課
題
を
解
明
す
る
に
当
っ
て
、
温
い
御
指
導
を
賜
わ
っ
た
岐
阜

大
学
松
田
利
之
氏
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。

女
子
往
来
本
（
日
本
教
科
書
大
系
）

①
教
訓
型
　
女
今
川
錦
の
子
宝
（
田
村
よ
し
尾
女
書
　
元
文
二
年
一
一
月

刊）

②
消
息
型
　
御
家
女
諸
用
文
章
全
（
寛
政
十
一
年
五
月
刊
　
須
原
屋
市
兵

衛板）

③
知
育
型
　
（
女
商
売
往
来
（
文
化
三
年
五
月
刊
　
播
磨
屋
九
兵
衛
板
）

男
子
往
来
本
　
（
日
本
教
科
書
大
系
）

④
社
会
型
　
青
桜
千
手
文
（
文
化
六
年
一
月
刊
　
武
村
市
兵
衛
板
）

⑤
　
〃
　
　
童
訓
名
数
往
来
（
享
和
三
年
三
月
刊
　
西
村
畳
興
人
板
）

⑥
　
〃
　
　
宗
門
往
来
（
東
里
山
人
著
　
文
政
七
年
一
月
刊
　
岩
戸
屋
喜

三
郎
板
）

⑦
年
中
行
事
型
　
年
中
行
事
文
章
（
泉
花
堂
三
蝶
述
　
文
化
元
年
五
月
刊

⑦

山
口
屋
藤
兵
衛
板
）

⑧
趣
味
型
　
和
漢
朗
詠
集
大
成
（
浅
茅
氏
書
　
元
禄
十
六
年
一
月
刊
　
既

康
堂
板
）

⑨
公
民
型
　
庄
屋
往
来

⑲
式
目
型
　
五
人
組
帳
前
書
（
萬
延
二
年
一
月
刊
　
清
泉
堂
板
）

金
目
お
作
り
へ
遼

字
諦
）
び
相
調
糸
‥

着
後
亨
や
か
／
‡

告
零
窮
め
，
管
鵠

－
あ
薬
子
素
食
王

綴
畿
講葦

ノ

や

、
i
管
主
帝
王
の
去

蜜

笈

　

畷

関
閉
園
圏
囲
開
園

ウ

ノ

ゝ

　

　

　

　

I

 

L

∵

∴

　

i

∴

完

経
絡
繁
昌
過
密
鯵

欝
齢
総
か
窃
君
宗
を

懸
諮
務

参

　

考

　

文

　

献

○
日
本
庶
民
教
育
史
　
乙
竹
岩
遺
著
　
昭
和
四
十
五
年

○
日
本
教
科
書
大
系
　
石
川
謙
筆
書
　
昭
和
二
十
四
年

○
徳
川
十
五
代
史
　
内
藤
軸
著
　
昭
和
四
十
三
年
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○
岐
阜
県
史
　
宝
月
圭
吾
等
監
修
　
昭
和
四
十
七
年
岐
阜
県
発
行

○
海
津
町
史
　
吉
岡
勲
等
編
　
昭
和
四
十
五
年
海
津
町
発
行

○
飛
州
百
姓
騒
動
記
　
（
飛
躍
春
秋
所
収
）
　
柏
原
政
鴻
・
天
野
政
雄
　
昭
和
五
十
三
年


